






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 15 -7  
な
い
。長
保
五
年
五
月
十
九
日
に
は
洪
水
が
起
こ
っ
て
お
り
、
「
長
雨
、
例
の
年
よ
り
い
た
く
し
て
」
に
一
致
す
る
。
が
、
長
保
五
年
と
い
え
ば
、
久
米
氏
も
高
橋
氏
も
指
摘
す
る
如
く
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
描
か
れ
た
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
愛
の
一
年
で
は
な
い
か
。
『
和
呆
式
部
日
記
』
に
も
、
長
雨
、
洪
水
の
記
事
が
見
え
、
『
本
朝
世
紀
』
『
日
本
紀
略
』
で
も
、
五
月
十
九
日
（
現
行
暦
六
月
二
十
七
日
）
に
洪
水
が
起
こ
っ
て
、
二
十
日
に
は
京
中
が
大
水
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
常
夏
巻
の
酷
暑
に
つ
い
て
、
久
米
氏
は
、
史
実
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
が
独
自
に
調
査
し
た
。
『
本
朝
世
紀
』
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
八
日
（
現
行
暦
七
月
八
日
か
ら
十
五
日
）
ま
で
、
天
候
が
く
ず
れ
て
い
る
が
、
六
月
九
日
か
ら
十
六
日
（
同
七
月
十
六
日
か
ら
二
十
三
日
）
ま
で
、
八
日
間
、
「
天
睛
」
が
続
い
て
い
る
。
六
月
十
七
日
（
同
七
月
二
十
四
日
）
の
み
、
天
候
の
記
録
は
な
い
が
、
十
八
日
以
降
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
十
八
日
（
同
七
月
二
十
五
日
）
天
晴
。
十
九
日
(
I
I
I
I
二
十
六
日
）
天
睛
゜
廿
日
(
I
I
I
I
二
十
七
日
）
天
陰。
微
雨
艇
降
。
と
あ
っ
て
、
も
し
、
十
七
日
も
「
天
睛
」
で
あ
れ
ば
、
十
一
日
間
、
「
天
睛
」
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
廿
一
日
か
ら
廿
三
日
（
同
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
）
ま
で
、
三
日
間
、
「
天
睛
」
が
続
き
、
廿
四
日
（
同
七
月
三
十
一
日
）
朝
間
天
晴
、
午
後
雨
降
。
廿
五
日
（
同
八
月
一
日
）
以
降
も
「
天
睛
」
が
続
く
。
『
権
記
』
で
は
、
同
年
六
月
廿
日
の
条
に
、
廿
日
戊
寅
詣
左
府
、
北
馬
場
納
涼
、
右
衛
門
督
設
食
、
有
碁
局
破
子
、
祐
暴
則
友
雨
大
夫
園
碁
、
祐
畢
勝
、
給
懸
物
、
又
競
馬
二
番
、
乗
燭
(15) 
以
陰
夜
待
月
題
有
和
歌
、
右
藤
中
将
同
車
蹄
家
、
と
あ
っ
て
、
左
大
臣
道
長
が
、
北
馬
場
で
「
納
涼
」
の
会
を
催
し
、
右
衛
門
督
斉
信
が
食
を
設
け
、
碁
や
競
馬
の
遊
び
が
あ
り
、
夜
に
は
題
詠
が
あ
っ
た
と
い
う
。
「
納
涼
」
の
語
は
、前
日
ま
で
の
酷
暑
を
如
実
に
も
の
が
た
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
乗
燭
以
陰
：
．
」
は
、
『
本
朝
世
紀
』
の
天
候
と
の
一
致
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
時
の
一
の
人
、
道
長
の
も
と
に
、
行
成
を
は
じ
め
、
権
中
納
言
斉
信
、
右
中
将
兼
隆
ら
が
集
ま
っ
て
、
暑
さ
凌
ぎ
を
し
た
と
い
う
話
は
、
常
夏
巻
の
源
氏
の
も
と
へ
、
若
い
君
達
が
集
ま
り
、
納
涼
す
る
と
い
う
趣
向
に
よ
く
似
た
話
て
は
な
い
か
。
こ
う
い
う
話
は
、
当
時
の
紫
式
部
の
も
と
へ
も
届
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
前
掲
の
久
米
氏
の
、
常
夏
巻
分
析
の
如
く
、
長
保
五
年
の
夏
は
、
一
迎
間
以
上
は
「
天
睛
」
が
続
き
、
そ
う
と
う
に
暑
い
夏
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る。
以
上
の
如
く
、
玉
霊
十
帖
の
、
螢
巻
の
長
雨
、
常
夏
巻
の
酷
暑
、
野
分
巻
の
台
風
と
い
う
天
候
の
特
徴
は
、
き
わ
め
て
長
保
五
年
の
気
象
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
筆
者
は
前
章
で
、
玉
麓
求
婚
靡
の
始
発
は
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
愛
の
始
発
に
近
似
す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
後
に
続
く
、
螢
、
常
夏
、
摘
火
、
野
分
と
い
う
一
連
の
巻
々
の
気
象
も
ま
た
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
愛
の
一
年
で
あ
る
長
保
五
年
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
如
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
―
つ
に
は
、
玉
箋
十
帖
が
、
長
保
五
年
か
翌
年
ぐ
ら
い
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
考
え
方
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
意
図
的
に
長
保
五
年
を
読
者
に
読
み
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
玉
霊
求
婚
輝
の
背
景
に
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
靡
を
読
者
に
読
み
取
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
因
の
も
と
に
、
長
- 16 -
保
五
年
の
気
象
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
両
方
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
、
玉
霊
求
婚
靡
の
結
末
玉
霊
求
婚
諏
は
、
源
氏
、
兵
部
卿
宮
、
冷
呆
帝
と
い
っ
た
最
高
級
の
皇
族
兄
弟
（
冷
泉
帝
は
名
目
上
は
源
氏
ら
と
兄
弟
）
の
間
を
ゆ
ら
ぎ
な
が
ら
、
結
局
、
蹟
黒
右
大
将
に
落
ち
培
い
た
。
玉
霊
十
帖
の
最
後
に
位
撻
す
る
真
木
柱
巻
に
は
、
玉
霊
の
恩
い
が
け
な
い
連
命
と
、
隕
黒
右
大
将
の
も
と
の
北
の
方
一
族
の
悲
闊
が
拙
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
前
半
部
で
は
、
緊
黒
と
北
の
方
の
離
縁
と
、
玉
霊
の
、
饗
黒
邸
迎
え
入
れ
が
描
か
れ
る
。
本
章
で
は
こ
の
部
分
を
問
題
に
し
た
い
。
時
は
冬
、
玉
霊
を
手
に
入
れ
、
有
頂
天
に
な
っ
た
饗
黒
は
、
玉
霊
を
自
邸
に
引
き
取
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。
時
々
、
物
怪
に
と
り
つ
か
れ
て
、
異
常
な
行
動
を
お
こ
し
て
い
た
も
と
の
北
の
方
は
、
あ
る
雪
の
日
の
蒋
れ
方
、
六
条
院
に
い
る
玉
霊
の
も
と
へ
出
か
け
よ
う
と
す
る
夫
の
身
仕
度
を
手
伝
う
う
ち
、
突
然
狂
い
出
し
、
夫
に
灰
を
投
げ
つ
け
る
。
つ
い
に
殿
黒
は
玉
霊
の
も
と
に
逃
げ
出
し
、
北
の
方
は
、
父
式
部
卿
宮
の
迎
え
に
よ
っ
て
、
呈
に
退
去
す
る
。
年
が
明
け
た
正
月
、
男
踏
歌
の
日
に
、
六
条
院
か
ら
参
内
し
た
玉
霊
は
、
そ
の
ま
ま
殿
黒
の
邸
に
引
き
取
ら
れ
、
以
後
、
参
内
す
る
こ
と
な
く
、
殿
黒
邸
で
尚
侍
の
職
務
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
夫
が
他
の
女
に
夢
中
に
な
り
、
そ
の
女
を
自
邸
に
迎
え
入
れ
る
意
志
が
あ
り
、
北
の
方
が
里
に
退
去
す
る
と
い
う
話
は
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
語
る
と
こ
ろ
の
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
事
件
に
よ
く
似
た
ば
で
は
な
い
か
。
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
和
泉
式
部
は
、
初
冬
十
月
ご
ろ
か
ら
、
帥
宮
に
宮
邸
入
り
を
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
長
保
五
年
十
二
月
十
八
日
、
宮
邸
入
り
を
果
し
て
い
る
。
翌
長
保
六
年
（
寛
弘
元
年
）
正
月
帥
宮
の
北
の
方
は
、
姉
で
(16) 
あ
る
春
宮
女
御
誠
子
の
迎
え
に
よ
り
、
里
に
退
去
し
た
。
女
の
引
き
取
り
と
、
北
の
方
の
退
去
の
順
は
逆
だ
が
、
夫
が
他
の
女
に
夢
中
に
な
り
、
顕
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
里
に
帰
る
と
い
う
点
で
近
似
す
る
。
時
期
も
、
冬
か
ら
正
月
に
か
け
(17) 
て
、
と
一
致
し
て
い
る
。
が
、
さ
ら
に
も
う
一
っ
、
こ
の
玉
墨
求
婚
諏
の
結
末
は
、
ど
う
し
て
も
帥
宮
を
連
想
さ
せ
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蹟
黒
の
北
の
方
が
里
に
退
去
し
た
直
接
の
原
因
は
、
北
の
方
が
、
玉
霊
の
も
と
へ
行
こ
う
と
す
る
隕
黒
に
灰
を
あ
び
せ
か
け
た
こ
と
に
あ
る
。
紫
式
部
は
、
こ
れ
を
嫉
妬
の
な
せ
る
わ
ざ
と
は
せ
ず
に
、
も
の
の
け
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
顔
黒
の
も
と
の
北
の
方
に
つ
い
て
は
、
胡
蝶
•
藤
袴
・
真
木
柱
・
若
菜
下
の
巻
々
に
点
揺
さ
れ
る
。
年
経
た
る
人
の
、
い
た
う
ね
び
す
ぎ
た
る
を
厭
ひ
が
て
に
、
と
求
む
な
れ
（
胡
蝶
巻
、
三
—
7
3
)
ど
：
・
:
1
胡
蝶
巻
で
は
蹟
黒
が
玉
麓
を
求
め
る
の
は
、
北
の
方
が
ひ
ど
く
年
を
と
っ
て
厭
気
が
さ
し
た
か
ら
だ
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
藤
袴
巻
で
は
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
か
の
よ
う
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
こ
の
か
み
年
の
ほ
ど
三
つ
四
つ
が
年
上
は
、
こ
と
な
る
か
た
は
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
人
柄
や
い
か
が
お
は
し
け
む
、
謳
と
つ
け
て
心
に
も
入
れ
ず
、
い
か
で
背
き
な
ん
と
思
へ
り
。
（
藤
袴
巻
、
三
1
3
3
5
)
「
人
柄
や
い
か
が
お
は
し
け
む
」
に
対
し
て
の
答
え
が
続
く
真
木
柱
巻
に
、
出
て
来
る
。あ
や
し
う
執
念
き
御
物
の
怪
に
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
、
こ
の
年
ご
ろ
人
に
も
似
た
ま
は
ず
、
う
つ
し
心
な
き
を
り
を
り
多
く
も
の
し
た
ま
ひ
て
、
御
仲
も
あ
く
が
れ
て
ほ
ど
経
に
け
れ
ど
、
…
（
真
木
柱
巻
、
三
1349)
- 17 -
ま
た
本
性
は
い
と
静
か
に
心
よ
く
、
児
め
き
た
ま
へ
る
人
の
、
時
々
心
あ
や
ま
り
し
て
、
人
に
う
と
ま
れ
ぬ
べ
き
こ
と
な
ん
、
う
ち
ま
じ
り
た
ま
ひ
け
る
。
（
同
、
三
1350)
北
の
方
は
、
以
前
か
ら
も
の
の
け
に
取
り
つ
か
れ
て
は
異
常
な
行
動
を
お
こ
し
、
顕
黒
に
厭
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
里
に
退
去
し
た
後
も
、
若
菜
下
に
あ
や
し
く
な
ほ
ひ
が
め
る
人
に
て
、
世
の
常
の
あ
り
さ
ま
に
も
あ
ら
ず
も
ち
て
消
ち
た
ま
へ
る
を
・
・
・
（
若
菜
下
、
四
1152)
と
あ
っ
て
、
よ
け
い
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
の
方
の
、
灰
を
投
げ
る
と
い
う
行
為
は
、
単
な
る
嫉
妬
や
、
一
時
的
な
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
種
の
精
神
異
常
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
抑
圧
さ
れ
た
感
情
か
ら
誘
発
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
。こ
の
よ
う
な
梢
神
異
常
者
の
例
と
し
て
は
、
帥
宮
の
父
、
実
在
の
冷
泉
天
皇
(18
)
 
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
『
大
鏡
』
『
栄
華
物
語
』
等
に
よ
れ
ば
、
執
念
ぶ
か
い
物
の
怪
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
が
、
時
に
は
正
気
に
も
ど
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
帥
宮
を
迎
想
さ
せ
る
要
素
と
な
ろ
う。
帥
宮
の
北
の
方
は
、
東
宮
女
御
誠
子
の
妹
で
、
和
泉
式
部
の
た
め
に
宮
邸
を
/
’~ 
出
た
が
、
別
に
精
神
異
常
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
帥
宮
の
前
の
北
の
方
ー
か
の
道
隆
の
三
の
君
で
、
中
宮
定
子
の
妹
で
あ
る
こ
の
女
性
は
、
(19
)
 
常
軌
を
逸
し
た
行
動
を
し
た
話
が
『
大
鏡
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
．．． 
ま
こ
と
に
や
、
御
心
ば
へ
な
ど
の
、
い
と
落
ち
居
ず
お
は
し
け
れ
ば
、
か
つ
は
、
宮
も
う
と
み
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
と
か
や
。
(267
頁）
来
客
が
あ
る
と
、
御
簾
を
高
々
と
あ
げ
て
、
胸
を
あ
ら
わ
に
出
し
て
立
っ
て
い
る
と
か
、
学
生
を
集
め
て
の
詩
作
の
会
に
、
屏
風
の
上
か
ら
二
、
三
十
両
ば
か
り
の
砂
金
を
投
げ
出
し
た
と
か
の
話
が
あ
り
、
こ
の
女
性
は
、
ど
う
も
精
神
異
常
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
帥
宮
に
厭
ま
れ
、
帥
宮
か
ら
離
縁
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
願
黒
の
北
の
方
の
境
辿
に
か
な
り
近
い
。
つ
ま
り
、
玉
霊
求
婚
靡
の
結
末
ー
ー
蜃
黒
の
北
の
方
の
精
神
異
常
と
里
退
去
は
、
帥
宮
の
前
の
北
の
方
の
精
神
異
常
の
要
素
と
、
後
の
北
の
方
の
里
退
居
の
要
素
が
、
紐
み
合
わ
さ
れ
て
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
自
と
帥
宮
と
い
う
人
物
を
示
唆
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
玉
麓
求
婚
諏
の
結
末
と
、
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
描
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
の
結
末
は
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
様
々
な
要
素
は
、
帥
宮
や
和
泉
式
部
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
玉
墜
求
婚
詞
の
始
発
、
玉
霊
十
帖
の
気
象
と
と
も
に
、
玉
聾
求
婚
諏
の
結
末
も
ま
た
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
四
、
虚
構
と
現
実
で
は
、
な
ぜ
、
玉
霊
求
婚
輝
に
、
長
保
五
年
か
ら
寛
弘
元
年
に
か
け
て
の
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
輝
が
投
影
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
玉
霊
十
帖
に
は
、
か
の
有
名
な
、
螢
巻
の
物
語
論
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
紫
式
部
は
、
螢
巻
で
、
玉
霊
を
相
手
に
し
た
源
氏
に
「
そ
の
人
の
上
と
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
ひ
出
づ
る
こ
と
こ
そ
な
け
れ
、
よ
き
も
あ
し
き
も
、
世
に
経
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
、
見
る
に
も
飽
か
ず
、
間
く
に
も
あ
ま
る
こ
と
を
、
後
の
世
に
も
言
ひ
伝
へ
さ
せ
ま
ほ
し
き
節
ぶ
し
を
、
心
に
寵
め
が
た
く
て
、
言
ひ
お
き
は
じ
め
た
る
な
り
。
よ
き
さ
ま
に
言
ふ
と
て
は
、
よ
き
事
の
か
ぎ
り
選
り
出
て
て
、
人
に
従
は
む
と
て
は
、
ま
た
あ
し
き
さ
ま
の
め
づ
ら
し
き
事
を
と
り
集
め
た
る
、
み
な
か
た
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が
た
に
つ
け
た
る
こ
の
世
の
外
の
事
な
ら
ず
か
し
o
••• 
（
以
下
略
：
＇
）
」
（
螢
巻
、
三
1
2
0
4
)
と
言
わ
せ
て
い
る
。
物
語
は
所
詮
、
虐
言
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
現
実
以
上
の
現
実
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
が
、
さ
か
ん
に
史
実
を
取
り
入
れ
、
実
在
の
天
皇
の
名
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
時
代
を
延
喜
、
天
層
に
設
定
し
て
い
る
点
に
つ
い
(20) 
て
は
、
清
水
好
子
氏
『
源
氏
物
語
論
』
に
詳
し
い
。
ま
た
、
『
伊
勢
物
語
』
『
住
吉
物
語
』
『
落
窪
物
語
』
な
ど
の
先
行
文
芸
を
取
り
入
れ
、
換
骨
奪
胎
し
て
い
る
こ
と
も
、
先
学
の
諸
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
玉
霊
十
(21) 
帖
に
関
し
て
は
、
『
住
吉
物
語
』
を
無
視
で
き
な
い
。
本
稿
で
指
摘
し
た
、
長
保
五
年
か
ら
買
弘
元
年
に
か
け
て
の
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
話
は
、
『
源
氏
物
語
』
執
筆
当
時
、
か
な
り
評
判
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
螢
巻
が
、
玉
霊
十
帖
の
、
そ
れ
も
、
玉
霊
求
婚
輝
の
始
発
に
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
愛
の
始
発
を
近
似
さ
せ
た
胡
蝶
聡
の
、
次
に
置
か
れ
て
い
る
点
、
物
語
論
が
源
氏
と
玉
霊
の
対
話
の
中
で
展
間
さ
れ
て
い
る
点
、
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
あ
り
の
ま
ま
に
言
ひ
出
づ
る
」
の
で
は
な
い
が
、
「
見
る
に
も
飽
か
ず
、
間
く
に
も
あ
ま
る
こ
と
を
」
、
「
心
に
籠
め
が
た
く
て
」
書
き
お
く
の
だ
と
主
加
し
つ
つ
、
実
際
に
、
当
時
の
大
ゴ
シ
ッ
プ
を
、
大
胆
に
も
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
虚
構
て
あ
る
物
語
に
硯
実
ら
し
さ
を
与
え
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
と
し
て
は
、
土
砂
者
と
作
者
の
間
に
、
共
時
に
お
け
る
高
度
な
な
ぞ
と
き
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
物
語
は
、
や
は
り
楽
し
ん
で
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
大
き
な
話
屈
が
、
う
ま
く
作
品
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
秘
か
に
楽
し
む
と
い
う
享
受
の
あ
り
方
が
、
そ
の
当
時
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
息
う
。
現
代
で
も
、
た
と
え
ば
、
小
説
や
、
少
女
漫
画
に
、
流
行
語
や
今
評
判
の
話
題
を
ま
ぎ
れ
込
ま
せ
て
、
読
者
が
そ
れ
を
発
見
し
て
楽
し
む
と
い
う
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。
次
元
が
迎
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
と
、
た
い
し
て
違
わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紫
式
部
の
方
が
、
か
な
り
高
尚
で
は
あ
る
け
れ
ど
。
こ
の
玉
霊
十
帖
は
、
当
代
の
話
題
を
巧
み
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
話
題
で
あ
る
た
め
、
廷
喜
、
天
暦
と
い
う
時
代
設
定
を
、
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
初
音
巻
、
真
木
柱
巻
に
は
、
円
融
天
皇
の
御
枇
に
廃
絶
し
、
一
条
天
皇
御
世
当
時
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
男
踏
歌
が
、
二
度
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
男
踏
歌
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
や
は
り
延
喜
、
天
暦
の
頃
で
あ
る
。
玉
霊
が
六
条
院
の
一
員
と
な
り
、
六
条
院
を
去
る
、
そ
の
開
幕
と
閉
幕
が
男
踏
歌
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
間
に
位
饂
す
る
行
幸
巻
に
は
、
醍
醐
天
皇
延
長
六
年
十
二
月
五
日
の
大
原
野
行
幸
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
、
『
河
海
抄
』
以
来
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
事
の
散
在
が
、
玉
墨
十
帖
の
時
閲
を
当
伐
か
ら
引
き
離
し
、
延
喜
、
天
暦
の
時
代
へ
と
引
き
上
げ
る
作
用
を
果
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
玉
麓
の
連
命
は
、
和
呆
式
部
の
連
命
に
近
似
し
て
は
い
る
が
、
人
物
設
定
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
和
泉
式
部
は
道
長
を
し
て
「
う
か
れ
女
」
と
言
わ
し
め
た
。
一
方
、
玉
麓
は
、
多
く
の
求
婚
者
た
ち
に
そ
つ
の
な
い
対
応
を
し
、
藤
袴
巻
で
は
女
の
御
心
ば
へ
は
、
こ
の
君
を
な
ん
も
と
に
す
べ
き
と
、
大
臣
た
ち
定
め
き
こ
え
た
ま
ひ
け
り
と
や
。
（
三
1
3
3
8
)
と
言
わ
れ
て
い
る
。
片
や
悪
評
高
い
女
、
片
や
理
想
的
な
賢
女
と
、
き
わ
め
て
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玉
霙
十
帖
に
は
、
長
保
五
年
か
ら
党
弘
元
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
事
件
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
玉
霊
の
人
物
設
定
は
、
和
泉
式
部
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
る
。
前
章
に
引
き
続
き
、
こ
の
点
を
、
玉
霊
尚
侍
就
任
と
い
う
立
場
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
王
霊
は
、
源
氏
の
苦
胞
の
末
、
尚
侍
に
就
任
す
る
。
尚
侍
に
は
、
朧
月
夜
の
君
が
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
冷
泉
‘>軍
の
後
宮
に
は
関
与
せ
ず
、
朱
雀
院
に
侍
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
も
、
若
菜
下
で
出
家
す
る
ま
で
「闘
侍
の
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
冷
泉
帝
の
後
宮
で
は
「
尚
侍
宮
仕
す
る
人
な
く
（
行
幸
巻
、
三
ー
292)
」
と
い
う
状
態
で
、
「
家
高
う
、
人
の
お
ぼ
え
怪
か
ら
で
、
家
の
営
み
た
て
た
ら
ぬ
人
」
で
、
「
し
た
た
か
に
賢
き
」
適
任
者
を
求
め
て
い
る
と
い
う
。
玉
墨
は
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
女
性
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(22) 
こ
の
玉
霊
尚
侍
就
任
に
関
し
て
も
、
様
々
な
論
考
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
時
代
的
背
景
を
考
恵
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
意
味
付
け
を
加
え
た
い
と
考
え
る。
玉
霊
十
帖
が
指
し
示
す
、
長
保
五
年
か
ら
刻
弘
元
年
に
か
け
て
は
、
時
の
権
力
者
、
左
大
臣
道
長
が
、
長
期
政
権
を
確
保
す
る
た
め
に
胎
勁
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
五
、
長
保
五
年
か
ら
寛
弘
元
年
ま
で
が
示
唆
す
る
も
の
対
照
的
で
あ
る
。
玉
麓
の
夫
と
な
っ
た
駿
黒
も
、
武
骨
一
方
の
人
物
で
、
優
美
繊
細
な
帥
宮
と
、
全
く
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
こ
こ
に
お
い
て
何
を
言
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
と
は
、
そ
の
人
柄
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
対
照
的
な
人
間
で
あ
っ
て
も
、
似
た
よ
う
な
境
遇
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
人
の
世
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
、
語
り
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
長
保
元
年
、
第
一
女
彰
子
の
一
条
天
皇
入
内
を
果
し
、
長
保
二
年
、
定
子
を
皇
后
に
、
彰
子
を
中
宮
に
し
て
一
帝
二
后
並
立
を
強
行
し
た
道
長
は
、
長
保
五
(23) 
年
二
月
廿
日
、
第
一
子
頼
通
を
批
把
第
で
元
服
さ
せ
、
同
夜
、
第
二
女
妍
子
の
初
薔
裳
を
行
な
っ
た
（
『
日
本
紀
略
』
『
権
記
』
に
よ
る
）
。
彰
子
に
は
ま
だ
子
が
な
く
、
ま
さ
に
胎
動
の
時
期
で
あ
る
。
道
長
は
、
現
東
宮
（
後
の
三
条
天
皇
）
即
位
後
、
自
分
の
外
孫
を
順
次
皇
太
子
に
し
て
、
長
期
政
権
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
の
第
二
女
、
妍
子
を
東
宮
后
に
す
る
心
づ
も
り
で
い
た
。
当
時
、
東
宮
后
に
は
、
敦
明
親
王
（
後
の
小
一
条
院
）
を
生
ん
で
東
宮
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
械
子
が
い
た
。
一
方
、
妍
子
は
ま
だ
幼
く
、
入
内
す
る
に
は
早
す
ぎ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
寛
弘
元
年
二
月
七
日
、
尚
侍
従
二
位
綬
子
が
斃
じ
た
。
綬
子
は
、
兼
家
女
、
道
長
に
と
っ
て
は
、
劣
り
腹
の
腹
逃
い
の
妹
で
あ
る
。
尚
侍
と
な
り
、
三
条
東
宮
に
侍
し
た
が
、
済
時
女
誠
子
、
道
隆
女
原
子
に
圧
さ
れ
、
源
頼
定
と
密
か
に
通
じ
て
、
盟
燈
を
買
っ
た
。
そ
の
綬
子
が
亡
く
な
り
、
尚
侍
の
席
が
空
い
た
。
道
長
は
、
東
宮
后
へ
の
期
待
を
よ
せ
つ
つ
、
十
一
月
二
十
七
日
、
妍
子
を
尚
侍
と
し
た
。
時
に
妍
子
は
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
妍
子
が
東
宮
に
入
っ
た
の
は
、
党
弘
七
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
誠
子
と
と
も
に
、
三
条
天
皇
女
御
の
宣
旨
が
下
っ
た
の
は
、
寛
弘
八
年
八
月
廿
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
綬
子
に
は
、
朧
月
夜
の
宕
を
房
罷
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
時
勢
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
新
し
い
タ
イ
。
フ
の
尚
侍
を
『
源
氏
物
語
』
の
中
に
要
求
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
玉
霊
が
、
源
氏
の
苦
応
の
末
、
尚
侍
と
な
る
の
は
、
朧
月
夜
尚
侍
と
は
全
く
タ
イ
プ
を
異
に
す
る
、
新
し
い
尚
侍
と
し
て
描
か
れ
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
時
、
綬
子
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
朧
月
夜
型
尚
侍
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
冷
静
で
、
賢
明
で
、
そ
つ
の
無
い
対
応
の
で
き
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
玉
霊
型
尚
侍
は
、
東
宮
后
に
予
定
さ
れ
つ
つ
、
新
た
に
尚
侍
- 20 -
（
碑
）
と
な
っ
た
妍
子
へ
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
玉
麓
尚
侍
誕
生
は
、
様
々
な
意
味
づ
け
が
で
き
る
け
れ
ど
、
寛
弘
元
年
の
新
尚
侍
誕
生
と
い
う
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、
時
勢
が
（
も
し
く
は
道
長
が
）
要
求
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
紫
式
部
日
記
』
寛
弘
五
年
十
一
月
の
条
に
は
、
中
宮
の
意
向
で
、
御
冊
子
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
た
記
事
が
み
え
、
続
い
て
、
局
に
、
物
語
の
本
ど
も
と
り
に
や
り
て
隠
し
お
き
た
る
を
、
御
郁
に
あ
る
ほ
ど
に
、
や
を
ら
（
道
長
が
）
お
は
し
ま
い
て
、
あ
さ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
み
な
内
侍
の
督
の
殿
（
妍
子
）
に
、
奉
り
た
ま
ひ
て
け
り
。
よ
ろ
し
う
書
き
か
へ
た
り
し
は
、
み
な
ひ
き
う
し
な
ひ
て
、
心
も
と
な
き
名
を
ぞ
(25) 
と
り
は
べ
り
け
む
か
し
。
と
あ
る
。
こ
の
「
物
語
」
は
『
源
氏
物
語
』
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
は
、
か
な
り
の
部
分
が
執
筆
、
改
稿
さ
れ
て
お
り
、
中
宮
主
催
の
大
規
模
な
浩
書
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
道
長
は
、
紫
式
部
の
部
屋
に
あ
っ
た
原
本
の
方
を
こ
っ
そ
り
と
持
ち
出
し
、
妍
子
に
与
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
道
長
に
と
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
が
、
妍
子
に
与
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
大
胆
な
発
百
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
玉
墨
求
婚
輝
の
結
末
が
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
事
件
を
賠
示
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
道
長
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
都
合
の
よ
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
論
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
予
霊
求
鰍
靡
の
結
末
は
、
翫
黒
の
北
の
方
の
悲
劇
を
構
き
な
が
ら
も
、
一
方
、
北
の
方
側
を
椰
楡
的
に
扱
っ
て
い
る
。
も
の
の
け
に
よ
る
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
北
の
方
の
行
動
を
、
そ
し
て
、
里
退
去
と
い
う
大
胆
な
父
式
部
卿
宮
の
判
断
を
、
嘲
笑
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
北
の
方
は
、
帥
宮
の
二
人
の
北
の
方
の
要
素
を
重
ね
持
つ
と
、
第
三
章
で
述
べ
た
。
一
人
は
、
道
隆
第
三
女
。
定
子
の
妹
。
も
う
一
人
は
、
藤
原
済
時
の
第
二
女
。
東
宮
女
御
、
後
の
三
条
天
皇
皇
后
絨
子
の
妹
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
は
、
共
に
、
道
長
の
長
期
政
権
を
阻
む
可
能
性
の
あ
る
、
二
つ
の
邪
魔
な
存
在
の
血
縁
者
で
あ
る
の
だ
。
当
時
、
皇
后
定
子
は
す
で
に
亡
く
、
妹
の
四
の
君
徊
匝
殿
が
、
第
一
皇
子
敦
康
親
王
の
母
代
り
を
し
、
一
条
天
皇
の
寵
愛
を
も
受
け
て
懐
妊
し
た
が
、
長
保
四
年
六
月
三
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
不
吉
な
こ
と
に
、
東
宮
女
御
で
あ
っ
た
道
隆
第
二
女
原
子
も
、
同
年
八
月
三
日
、
突
然
、
鼻
や
口
か
ら
血
を
吹
き
出
し
て
頓
死
し
た
と
い
う
。
中
関
白
家
一
門
は
、
伊
周
が
復
位
し
た
と
は
い
え
無
官
、
隆
家
も
復
帰
し
た
ば
か
り
で
、
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
定
子
所
生
の
第
一
皇
子
は
厳
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
道
長
の
長
期
政
権
は
、
娘
の
彰
子
が
皇
子
を
生
み
、
そ
の
皇
子
が
東
宮
と
な
っ
て
は
じ
め
て
実
現
で
き
る
。
彰
子
が
待
望
の
第
二
皇
子
を
生
ん
だ
の
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
も
描
か
れ
る
如
く
、
寛
弘
五
年
九
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
ま
で
の
道
長
に
と
っ
て
、
第
一
皇
子
は
、
目
の
上
の
瘤
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
、
道
長
に
と
っ
て
、
第
一
皇
子
の
存
在
は
、
寛
弘
八
年
六
月
、
第
二
皇
子
敦
成
期
親
王
が
東
宮
と
な
る
ま
で
、
邪
魔
な
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
続
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
帥
宮
の
前
の
北
の
方
は
、
オ
色
兼
備
を
誇
る
定
子
姉
妹
の
中
で
、
唯
一
、
不
出
来
な
存
在
と
し
て
、
嘲
笑
の
種
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
く
に
、
道
長
一
派
に
よ
っ
て
。
一
方
、
道
長
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
三
条
天
皇
即
位
以
後
の
政
樅
確
保
の
た
め
、
第
二
女
妍
子
を
東
宮
に
納
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、
東
宮
妃
に
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本
稿
が
、
玉
霊
十
帖
に
関
し
て
指
摘
し
て
き
た
点
は
、
ま
ず
、
王
霊
求
婚
靡
の
始
発
と
結
末
に
は
、
長
保
五
年
四
月
か
ら
寛
弘
元
年
正
月
に
か
け
て
起
こ
っ
た
帥
宮
と
和
泉
式
部
の
恋
愛
謡
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
燐
・
常
夏
・
野
分
と
い
っ
た
一
連
の
巻
々
の
気
象
が
、
長
保
五
年
を
暗
示
す
る
こ
と
。
玉
霊
新
尚
侍
誕
生
に
は
、
寛
弘
元
年
の
、
尚
侍
殺
子
の
死
と
、
妍
子
新
尚
侍
の
記
生
が
背
六
、
結
語
は
、
済
時
女
誠
子
が
お
り
、
正
暦
五
（
九
九
四
）
年
五
月
に
は
、
敦
明
親
王
を
生
ん
で
い
た
。
ま
た
、
先
述
の
如
く
、
道
隆
女
原
子
は
頓
死
し
て
い
る
。
し
か
し
、
妍
子
は
ま
だ
幼
く
、
妍
子
が
東
宮
に
入
っ
た
の
は
寛
弘
七
年
十
二
月
で
あ
っ
た
。
道
長
に
と
っ
て
、
誠
子
と
敦
明
親
王
の
存
在
も
ま
た
、
長
期
政
権
を
阻
む
邪
腿
な
存
在
と
し
て
、
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
誠
子
の
妹
が
、
和
泉
式
部
に
帥
宮
を
取
ら
れ
、
誡
子
の
迎
え
で
mに
帰
る
と
い
う
醜
間
は
、
城
子
側
を
椰
楡
す
る
絶
好
の
材
料
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
な
る
と
、
こ
の
醜
間
の
主
で
あ
る
和
泉
式
部
が
、
敦
遥
親
王
の
死
後
の
究
弘
六
年
、
つ
ま
り
、
妍
子
が
東
宮
に
入
る
一
年
前
に
彰
子
に
召
し
出
さ
れ
た
の
も
、
式
部
の
オ
学
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
道
長
の
対
嫉
子
一
派
政
策
の
一
端
で
あ
っ
た
可
能
性
も
で
て
こ
よ
う
。
玉
霊
求
婚
諏
の
結
末
に
、
道
長
の
長
期
政
枇
を
阻
む
二
つ
の
存
在
ー
第
一
皇
子
一
派
と
賊
子
一
派
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
属
す
る
、
二
人
の
帥
宮
の
北
の
方
が
暗
示
さ
れ
、
嘲
笑
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
道
長
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
都
合
の
よ
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
深
読
み
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
―
つ
の
仮
説
と
し
て
提
出
し
て
お
く
。
以
上
、
玉
霊
十
帖
の
成
立
に
関
し
て
、
歴
史
的
背
景
か
ら
二
点
、
考
察
を
加
え
た
。
景
に
あ
る
ら
し
い
こ
と
。
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
す
で
に
少
女
巻
以
降
東
宮
后
に
な
る
べ
く
待
機
し
て
い
る
明
石
姫
の
状
況
も
、
道
長
二
女
妍
子
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
玉
塾
十
帖
は
、
成
立
当
時
の
特
定
の
一
時
期
、
長
保
五
年
か
ら
麗
弘
元
年
ま
で
の
社
会
の
で
き
事
や
、
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
ご
く
自
然
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
時
期
か
ら
そ
う
離
れ
な
い
時
期
に
、
玉
麓
十
帖
が
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
と
く
に
、
気
候
の
描
写
は
、
体
験
し
つ
つ
か
、
体
験
後
ま
も
な
い
か
、
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
、
現
実
と
こ
う
近
似
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
掲
の
久
米
氏
の
言
の
如
く
、
野
分
巻
の
描
写
な
ど
は
、
き
わ
め
て
迫
力
が
あ
り
、
現
実
感
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
長
保
五
年
か
ら
そ
う
離
れ
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
紫
式
部
は
、
寛
弘
二
年
（
あ
る
い
は
三
年
か
）
十
二
月
二
十
九
日
に
、
中
宮
彰
子
の
も
と
に
初
出
仕
し
て
い
る
。
出
仕
と
な
れ
ば
、
当
分
の
間
は
、
精
神
的
苦
痛
を
伴
な
う
も
の
で
あ
り
、
物
語
が
書
け
る
精
神
状
態
に
あ
っ
た
か
疑
間
で
あ
る
。
墾
覧
十
帖
は
、
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
か
な
り
持
続
し
た
精
神
状
態
で
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
玉
麓
十
帖
、
も
し
く
は
、
そ
の
原
型
は
、
長
保
五
年
か
寛
弘
元
年
以
降
に
書
き
始
め
ら
れ
、
(26) 
式
部
の
出
仕
以
前
に
完
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
出
仕
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
真
木
柱
と
、
梅
枝
•
藤
裏
葉
の
間
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
藤
裏
菜
巻
の
六
条
院
行
幸
に
は
、
寛
弘
五
年
十
月
の
道
長
(27) 
邸
行
幸
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
お
り
、
式
部
出
仕
後
の
可
能
性
が
高
い
。
物
語
が
、
た
と
え
時
代
を
遡
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
物
語
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の
執
筆
当
時
の
社
会
状
況
は
、
自
と
反
映
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
源
氏
物
語
』
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
、
当
時
の
評
判
の
話
題
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
お
ほ
め
か
せ
る
べ
く
、
時
代
を
遡
ら
せ
て
描
く
、
と
い
う
―
つ
の
方
法
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
玉
霊
十
帖
は
、
長
保
五
年
か
ら
買
弘
元
年
当
時
の
政
治
事
情
を
も
内
包
し
て
お
り
、
作
者
の
立
場
が
、
時
の
権
力
者
に
頷
斜
し
て
い
る
こ
と
も
暗
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
に
、
時
努
が
要
求
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
王
麓
十
帖
は
、
そ
の
内
部
に
含
む
蛮
巻
で
示
し
た
物
語
論
を
、
自
ら
体
現
す
べ
く
創
作
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
、
時
を
自
在
に
走
り
、
人
の
世
の
あ
り
さ
ま
、
現
実
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
主
張
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
玉
麓
十
帖
が
阿
部
包
含
し
て
い
る
長
保
五
年
か
ら
寛
弘
元
年
の
要
素
は
、
時
の
権
力
者
道
長
に
と
っ
て
、
勧
迎
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
玉
霊
十
帖
が
、
式
部
の
出
仕
以
前
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
道
長
が
、
紫
式
部
の
彰
子
出
仕
を
強
力
に
要
請
し
た
一
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。最
後
に
、
長
保
五
年
の
気
象
の
詳
細
な
記
録
が
あ
っ
た
場
合
を
考
え
て
お
こ
う
。
こ
の
場
合
は
、
出
仕
以
後
の
執
筆
で
い
い
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
長
保
五
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
力
な
理
由
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
恋
愛
靡
の
投
影
が
意
識
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
読
者
に
そ
れ
を
暗
示
す
る
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
五
章
で
提
出
し
た
仮
説
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
玉
嬰
求
婚
謡
の
結
末
が
、
対
第
一
皇
子
一
派
と
、
対
誠
子
一
派
へ
の
関
接
的
な
椰
楡
を
意
味
す
る
(28) 
と
す
れ
ば
、
王
麓
十
帖
の
成
立
は
、
寛
弘
年
間
で
あ
る
こ
と
に
間
迎
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
紫
式
部
が
、
出
仕
後
、
道
長
の
意
同
を
糾
ん
で
執
筆
し
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
(
1
)
並
び
の
巻
と
し
て
古
来
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が
、
と
く
に
、
武
田
宗
俊
氏
「
源
氏
物
語
の
最
初
の
形
態
」
（
「
文
学
」
昭
2
5
.
6
、
7
)
、
風
巻
景
次
郎
氏
「
源
氏
語
物
の
成
立
に
関
す
る
試
論
ー
玉
か
つ
ら
と
そ
の
並
の
巻
、
桜
人
」
（
「
文
学
」
昭
2
5
.
1
2
、
2
6
.
1
)
で
成
立
過
程
が
は
な
や
か
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
は
、
高
橋
和
夫
氏
の
『
源
氏
物
語
の
主
題
と
構
想
』
（
昭
4
0
.
6
桜
楓
社
）
、
吉
岡
瞭
氏
の
『
源
氏
物
語
諭
』
（
昭
4
7
.
1
2
笠
閻
書
院
）
所
収
の
論
文
等
に
棉
想
的
成
立
論
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
中
裕
氏
は
準
拠
の
面
か
ら
成
立
問
題
を
考
察
す
る
。
(
2
)
秋
山
虔
氏
「
玉
堂
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
源
氏
物
語
の
世
界
』
昭
3
9
.
1
2
東
大
出
版
会
）
、
森
一
郎
氏
「
玉
淫
物
語
の
棉
想
に
つ
い
て
ー
玉
盤
の
運
命
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
源
氏
物
語
の
方
法
』
昭
4
4
.
6
桜
楓
社
）
、
後
藤
祥
子
氏
「
玉
翌
物
語
展
開
の
方
法
」
（
「
日
本
文
学
」
昭
4
0
.
6
)
等。
(
3
)
野
村
精
一
氏
「
光
源
氏
と
そ
の
”
自
然
“
」
（
阿
部
秋
生
編
『
源
氏
物
語
の
研
究
』
昭
4
9
.
9
東
大
出
版
会
、
所
収
）
は
『
宇
津
保
物
語
』
に
関
し
て
。
『
住
吉
物
語
』
に
関
し
て
は
、
三
谷
栄
一
氏
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
物
語
の
型
」
（
『
源
氏
物
語
講
座
第
一
巻
昭
4
6
.
5
有
精
堂
）
藤
村
潔
氏
『
古
代
物
語
研
究
序
説
』
昭
5
2
.
6
笠
間
香
院
）
、
三
谷
邦
明
氏
・
「
玉
墜
十
帖
の
方
法
」
（
論
集
中
古
文
学
1
『
源
氏
物
語
の
表
現
と
構
造
』
昭
5
4
.
5
笠
間
書
院
）
等
。
(
4
)
本
文
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
漢
数
字
は
巻
数
、
算
用
数
字
は
頁
数
を
示
す
。
(
5
)
本
文
引
用
は
玉
上
琢
弥
氏
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
（
昭
5
3
.
8
再
版
本
、
角
川
書
店
）
に
よ
る
。
405
し
406
頁
。
濶
点
、
句
読
点
、
「
」
、
は
私
見
で
つ
け
た
。
(
6
)
本
文
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
39
頁。
(
7
)
他
作
説
は
今
井
貞
溺
氏
（
『
平
安
朝
日
記
の
研
究
』
昭
10)
、
川
瀬
一
馬
氏
「
和
泉
式
部
日
記
は
藤
原
俊
成
の
作
」
（
「
習
山
学
院
女
子
短
大
紀
要
」
第
二
輯
昭
2
8
.
9
)
、
自
作
説
は
鈴
木
知
太
郎
、
岡
一
男
、
玉
井
幸
助
、
大
橋
清
秀
、
清
水
文
雄
、
梅
津
真
理
子
、
尾
崎
知
光
、
遠
籐
嘉
基
諸
氏
の
綸
が
あ
る
。
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(
8
)
伊
藤
博
氏
「
和
泉
式
部
日
記
の
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
昭
3
5
.
5
)
 
(
9
)
『和
泉
式
部
日
記
の
研
究
』
（
昭
3
6
.
1
1
)
第
一
章
、
第
五
節
、
参
照。
(10)
『
源
氏
物
語
』
成
立
時
期
研
究
の
現
状
で
は
、
『
紫
式
部
日
記
』
の
記
述
か
ら
、
『
源
氏
物
語
』
が
、
す
で
に
寛
弘
五
年
か
ら
七
年
ご
ろ
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
十
四
帖
全
体
が
完
成
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た
の
か
、
確
か
な
資
料
が
な
く
、
い
ず
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
(11)
胡
蝶
巻
に
『
和
泉
式
部
日
記
』
が
関
わ
る
と
の
指
摘
は
、
島
津
久
基
氏
『
源
氏
物
語
溝
話
』
、
吉
田
幸
一
氏
『
和
泉
式
部
研
究
一
』
に
あ
る
が
、
藤
岡
忠
美
氏
「
源
氏
物
語
と
和
泉
式
部
』
（
「
解
釈
と
鑑
賀
」
昭
4
3
.
5
)
で
は
『
日
記
』
と
限
ら
ず
、
和
泉
式
部
の
和
歌
の
投
影
で
あ
る
と
と
ら
え
る
。
箪
者
も
一
応
こ
の
立
場
を
と
る
。
(12)
こ
れ
を
分
解
し
て
、
王
翌
系
後
期
挿
入
説
を
説
く
立
場
も
あ
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
(13)
『
続
・
科
学
随
鉗
全
集
4
地
球
と
の
対
話
』
所
収
。
昭
430
(14)
昭
5
3
.
8
。
中
公
新
書
。
(15)
本
文
引
用
は
『
増
補
史
料
大
成
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
）
に
よ
る
。
290
頁
。
本
文
に
は
「
州
日
」
と
あ
る
が
、
前
後
か
ら
考
え
て
「
廿
日
」
の
誤
。
筆
者
改
め
る
。
(16)
『
栄
華
物
語
』
巻
第
八
、
は
つ
は
な
、
で
は
、
北
の
方
の
退
去
に
、
東
宮
も
賊
子
も
関
係
し
な
か
っ
た
と
記
す
。
事
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
噂
話
と
し
て
は
、
誠
子
が
迎
え
に
行
っ
た
の
だ
と
も
、
い
や
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
も
、
両
方
流
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(17)
た
だ
し
、
玉
愛
十
帖
で
は
、
求
婚
謡
の
始
発
か
ら
結
末
ま
で
に
二
年
が
経
過
し
て
い
る
。
(18)
『
大
鍛
』
師
輔
伝
。
『
栄
華
物
語
』
巻
第
一
、
月
の
宴。
他
に
『
古
事
談
』
、
『
江
談
抄
』
に
も
み
え
る
。
和
19)
『
大
鏡
』
道
隆
伝
。
本
文
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
267t268
頁。
(20)
昭
4
1
.
1
刊
。
塙
書
房
。
(21)
注
③
参
照
。
(22)
尚
侍
に
関
し
て
は
、
後
藤
祥
子
氏
「
尚
侍
牧
」
（
『
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
論
究
』
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
昭
4
2
.
6
)
に
詳
し
い
。
ま
た
坂
本
和
子
氏
「
尚
侍
玉
翌
考
」
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
4
8
.
4
)
は
春
日
・
大
原
野
の
斎
女
と
い
う
点
か
ら
位
臨
づ
け
を
し
て
注
目
さ
れ
る
。
(23)
頼
通
の
元
服
が
少
女
巻
夕
霧
の
元
服
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る。
(24)
女
子
の
初
着
裳
は
、
通
常
結
婚
の
近
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
長
保
五
年
二
月
の
妍
子
の
初
着
裳
は
東
宮
入
り
を
人
々
に
予
想
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
侍
絵
子
は
死
ぬ
数
ヶ
月
前
か
ら
病
に
あ
り
（
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ
る
）
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
道
長
は
、
妍
子
が
成
熟
す
る
ま
で
の
間
、
尚
侍
に
し
て
お
く
こ
と
を
考
え
は
じ
め
た
の
で
は
な
い
か
。
(25)
本
文
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
205
頁。
(26)
こ
の
場
合
、
成
立
時
期
推
定
に
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
、
源
氏
の
「
日
本
紀
な
ど
は
た
だ
か
た
そ
ば
ぞ
か
し
。
」
（
螢
巻
三
1204)
の
発
言
が
問
題
と
な
る
が
、
先
に
引
用
し
た
『
紫
式
部
日
記
』
寛
弘
五
年
十
一
月
の
条
の
記
事
か
ら
、
改
稿
本
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
出
仕
後
、
「
日
本
紀
の
御
局
」
と
渾
名
さ
れ
た
式
部
の
反
感
や
物
語
作
家
と
し
て
の
意
識
が
、
改
稿
の
際
、
源
氏
の
言
を
借
り
て
表
明
さ
れ
た
、
と
考
え
れ
ば
解
決
は
つ
く
。
こ
う
い
う
解
決
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
。
(27)
山
中
裕
氏
『
歴
史
物
語
成
立
序
説
』
（
昭
3
7
.
8
東
大
出
版
会
）
(28)
寛
弘
八
年
六
月
、
第
二
皇
子
敦
成
親
王
が
東
宮
に
な
っ
た
段
階
で
、
第
一
皇
子
一
派
は
完
全
に
退
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
（
桐
朋
学
園
大
、
大
妻
女
子
大
非
常
勤
講
師
）
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